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１．検討の背景・目的 ～江東デルタ地帯の状況～

干潮面以下の地域

満潮面以下の地域
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水位低下河川
（周辺河川から締切）

木下川排水機場

扇橋閘門

江東デルタ地帯の状況

横断イメージ図（朔望平均満潮位時）
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隅田川 荒川西側河川 東側河川

新小名木川水門等 扇橋閘門等 荒川ロックゲート等

荒川ロックゲート

小名木川排水機場

荒川ロックゲート

江東内部河川の概要図

 隅田川と荒川に囲まれた江東デルタ地帯は東京東部低地帯に位置し、その大部分が朔望平均満潮位以下のゼロメートル地帯である。
 そのような地勢状況を踏まえ、江東デルタ地帯の河川（以降、江東内部河川という）は、北十間川樋門及び扇橋閘門により東側河川と西側河川に
分けられている。

 東側河川は、周辺の河川から締め切られ、平常時は周辺地盤より低い水位（A.P.-1.0m）に保つ水位低下河川となっている。（ポンプで常時排水）
 西側河川は、隅田川合流地点にある水門（源森川水門等）は平常時開いており、隅田川と自然合流している感潮河川となっている。

北十間川樋門
※休止中
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再掲



荒川水系浸水想定区域図（想定最大規模） ※東京都において、別途高潮浸水想定区域図が公表されている

１．検討の背景・目的 ～本検討会の目的～

江東デルタ地帯 江東デルタ地帯

最大浸水深 浸水継続時間

 江東デルタ地帯で大規模な氾濫が発生した場合、長期間かつ広範囲に浸水被害が生じる。
 その対応として、住民の命を守るためには、河川整備などのハード対策を着実に推進するとともに、関係機関が連携し、一刻も早い氾濫水排水と、
それを踏まえた避難（緊急安全確保等）及び救助・物資提供を行う必要がある。

 そのため、これらを的確かつ円滑に行うために、今、大規模な氾濫が発生した場合を想定し、既存の排水可能施設等を前提として、効率的・効果的
な氾濫水排水のオペレーション、避難及び救助・物資提供に資する考え方・留意点等を検討することを目的とする。

 なお、本検討は、他地区での同様の検討に資することを念頭に、江東デルタ地帯をモデル地区としてとりまとめることとする。

再掲



 江東５区大規模水害広域避難計画により、江東デルタ地帯を含む江東５区では、大規模水害の犠牲者ゼロを達成するため、江東５区外への広域
避難を基本としている。

 広域避難は、氾濫発生の72時間前を目安に共同検討を開始し、気象庁と荒川下流河川事務所の情報提供を踏まえ発令する。
 広域避難指示が発令されている状況下で、荒川（岩淵水門（上）水位観測所）の水位が氾濫危険水位に達するなど、安全に広域避難できないと判
断された場合は、域内垂直避難（緊急）が発令される。

発令基準（概要）発令段階

①72時間先の予報で、中心気圧930hPa以下の台風の予報円が東京地方を含
むと予測された場合。
②荒川流域での3日間積算流域平均雨量が概ね400mmを超えると予測された
場合。
③江東５区の区長いずれかからの発議があった場合。

Ⅰ．共同検討開始

①48時間先の予報で、中心気圧930hPa以下の台風の予報円が東京地方を含
み、高潮警報発表の可能性が高い場合。
②荒川流域での3日間積算流域平均雨量が概ね500mmを超えると予測された
場合。
③江東５区の区長の判断。

Ⅱ．自主的広域避難情報
（広域避難の呼びかけ）

①930hPa以下の台風が概ね24時間以内に東京湾から神奈川県付近を含む
地域へ到達すると予測され、高潮特別警報に関する記者会見を行う場合、又は
江東５区に高潮注意報が発表されており、堤防天端高を越える最高潮位が予
測されている場合。
②荒川流域での3日間積算流域平均雨量が概ね600mmを超えると予測された
場合。
③江東５区の区長の判断。

Ⅲ．広域避難指示

①Ⅲの状態で高潮警報あるいは高潮特別警報が発表された場合。
②荒川（岩淵水門（上）水位観測所）が氾濫危険水位（A.P.+7.70m）に達し、更
なる水位上昇が見込まれる場合。
③江東５区の区長の判断。

Ⅳ．域内垂直避難（緊急）

広域避難のイメージ

荒川下流部では、自治体担当者、気象台、
河川事務所及び学識者等で、大雨や洪水の
危機が迫る際は１日１回を基本にWEB会議
を実施し、気象、水位の情報、防災行動の対
応状況を共有する。

・区市長が行う避難指示等の発令の判断を支
援するため、河川管理者から河川の状況、 水

位変化、今後の見通し等を区市長等へ情報を
伝える仕組み。
・荒川下流では、WEB会議システムを活用した
ホットラインを運用中 （電話からWEBへ）

広域避難指示・域内垂直避難（緊急）の発令基準

危機感共有WEB会議 ホットライン

気象庁や荒川下流河川事務所からの情報提供

広域避難指示

２．避難の現状及び課題 ～江東５区大規模水害広域避難計画～ 再掲



 原則として、自宅が浸水しない階にあり、水や食料など、十分に備蓄がある方以外は、区外の浸水想定区域外へ広域避難を実施する。なお、やむを
得ず行う避難行動として、下記（■２■３）を想定している。

 広域避難の時間的余裕がなく域内垂直避難（緊急）する方は、①浸水継続時間が短い南西部地域にある水害時避難場所、②災害時の施設利用に
関する協定を締結した施設、または自宅の上層階に避難する。（各避難先に優先順位は無い）

 区全域が浸水区域のため、①水害時避難場所は浸水区域内であるが、浸水継続時間が短い場所に設定している。
 一方で、②災害時の施設利用に関する協定を締結した施設は浸水継続時間の長い場所にも存在する。

２．避難の現状及び課題 ～墨田区～

域内垂直避難（緊急）時の避難先（広域避難を除く）

0 500 1,000 1,500m

域内垂直避難（緊急）
時の避難先

施設種別凡例

●①水害時避難場所

●②協定施設

①水害時避難場所は浸水区域
内であるが、浸水継続時間が
短い場所に設定している。

②協定施設は浸水継続時
間の長い場所にも存在する。



２．避難の現状及び課題 ～江東区～

 原則として、区内または区外の浸水想定区域外へ広域避難を実施する。なお、やむを得ず行う避難行動として、下記（■２■３）を想定している。
 広域避難の時間的余裕がなく域内垂直避難（緊急）する方は、①避難所、②水害時における一時避難施設としての使用に関する安心協定を締結し
た施設、または自宅の上層階に避難する。（各避難先に優先順位は無い）

 区の大部分が浸水区域のため、①避難所や②水害時における一時避難施設としての使用に関する安心協定を締結した施設の多くは浸水区域内で
あり、浸水継続時間が長い場所にも設定されている。

 一方、周辺と比較し地盤が高い区南部地域に、浸水しない避難先も確保できている。

0 500 1,000 1,500m

域内垂直避難（緊急）時の避難先（広域避難を除く）

域内垂直避難（緊
急）時の避難先

施設種別凡例

●
①自主避難施設または避難所
等

●②一時避難施設（協定施設）

●浸水しない区域

①避難所や②一時避難施設（協
定施設）の多くは浸水区域内で
あり、浸水継続時間が長い場所
にも設定されている。

浸水しない区域にも避難
先が確保できている。



２．避難の現状及び課題 ～江戸川区～

大島小松川公園（自由の広場）

④地域防災拠点

大島小松川公園（自由の広場）

 原則として、区外の浸水想定区域外へ広域避難を実施する。なお、やむを得ず行う避難行動として、下記（■２■３）を想定している。
 避難行動要支援者等の広域避難が難しい方は、①待避施設または③福祉避難所に避難する。ただし、外出も困難な場合には、自宅の想定される浸
水深よりも上階で安全を確保する。 （各避難先に優先順位は無い）

 広域避難の時間的余裕がなく域内垂直避難（緊急）する方は、①待避施設、②一時避難場所（協定施設）、④地域防災拠点、または自宅の上層階に
避難する。（各避難先に優先順位は無い）

 荒川以西区域（江東デルタ内）のほぼ全域が浸水想定区域のため、①待避施設、②一時避難場所（協定施設）および③福祉避難所は浸水想定区域
内であり、浸水継続時間が長い場所にも設定されている。

 一方、荒川右岸高規格堤防とあわせて整備され地盤が高い④地域防災拠点（大島小松川公園）として、浸水しない避難先も確保できている。

0 500 1,000 1,500m

避難行動要支援者および域内垂直避難（緊急）時の避難先（広域避難を除く）

域内垂直避難（緊
急）時の避難先

避難行動支援者
等の避難先

施設種別凡例

●●①待避施設

●－
②一時避難場所（協定
施設）

－●③福祉避難所

●－④地域防災拠点

①待避施設、②一時避難場所
（協定施設）および③福祉避難
所は浸水想定区域内であり、
浸水継続時間が長い場所にも
設定されている。

地域防災拠点（大島小松川公
園）は地盤が高く、浸水しない
区域にも避難先が確保できて
いる。

地域防災拠点に避難した方は、堤防天端
から橋梁（船堀橋）を使い、対岸に移動で
きる。

再掲



凡例
25mメッシュ人口
（単位：人）

荒川デジタル管内図より

江東デルタ地帯内の人口分布（25mメッシュ,浸水区域内） 浸水時のイメージ（決壊地点からおよそ2km下流）

２．避難の現状及び課題

浸水域内人口約68万人
域内垂直避難となる住
民も多く存在する恐れが
ある。

 モデル地区（江東デルタ）においては、自主的広域避難の促進に努めてはいるものの、浸水域内には、約68万人と膨大な数の住民がおり、また、広
域避難指示発令時は、本格的な降雨前かつ河川水位も大きく上昇していない状況が想定される。

 そのため、最悪のケースを想定した「命を守る防災対策」の検討が必要である。

再掲



 本検討会では、モデル地区（江東デルタ地帯）において、氾濫ボリュームが最大となる地点において、想定最大規模洪水により決壊したケースを想
定する。※以下、「想定ケース」という。

 想定ケース（排水無し）の浸水面積は28.4k㎡となり、江東デルタ内の墨田区・江戸川区はほぼ全域が浸水域となる。
 また、浸水域内人口は約62万人と膨大な数であり、現状、広域避難の実現には多くの課題が想定される。
 浸水深は、江東デルタ地帯の東側で最大6ｍ弱となり、一般家屋等では、2階までが浸水する恐れがある。
 決壊後約24時間で最大浸水範囲となり、浸水継続時間は、江東デルタ地帯の東側で最大2週間以上と見込まれ、仮に浸水域内に人が残された場
合、長期の避難が必要となる。

【想定最大規模】
 荒川流域平均雨量632mm/3日
 洪水波形：平成19年9月型 等

３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～大規模浸水の想定～

最大浸水深図 氾濫水到達時間図 浸水継続時間図（破堤後6週間）

最大浸水深は東側
で最大6m弱
一般家屋では2階
まで浸水

浸水域内人口約
62万人
浸水面積28.4k㎡
（決壊から24 h後）

浸水継続時間は最
大2週間以上

再掲（排水条件の適正化
による一部変更・修正）

最大浸水位：AP2.4m
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江東デルタ地帯横断図

隅田川 荒川 中川旧中川横十間川

最大浸水位：AP3.5m

破堤後水位(232時間後)：AP1.9m

江東デルタ内の最大浸水深は6m弱

江東内部河川の護岸高は東側河川でA.P.1.7m、西側河川でA.P.3.1mである。
最大浸水位では護岸は水面下にあるが、氾濫水の流入がなくなる破堤後27時間では西側河川の護岸は水面上となる。（右図）
その後、小名木川南側では、破堤後232時間後まで運河からの排水が継続する。

大横川

破堤後水位(27時間後)：AP3.1m

浸水状況

最大浸水範囲

破堤後27時間
の浸水範囲

西側河川の護岸

東側河川の護岸

27時間後も水面下

27時間後は水面上

江東内部河川の浸水状況

凡例
東側河川
（水面下）
西側河川
（水面上）

横断図位置
破堤後6週間
の浸水範囲
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 排水施設なし（自然排水）の条件における水位低下メカニズムを示す。水位低下は2つの自然排水により生じている。
 1つは江東内部河川の西側河川に流入した氾濫水が、隅田川と接続している水門から排水される。これは浸水位がA.P.3.1mを下回る破堤後約27時
間までに生じる自然排水である。

 もう1つは江東区南側の運河に到達した氾濫水が運河に流入することにより自然排水される。これは破堤後約232時間まで排水され、概ねA.P.1.9m
まで浸水位が低下する。

３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～水位低下メカニズム～ 追加

②運河に到達した氾濫
水が運河に流入する

隅田川に流入

隅田川に流入

①江東内部河川のうち、
西側河川の護岸高を超
えて流入した氾濫水が、
接続先である隅田川へ
水門を通して排水される

隅田川

氾濫水が西側河川の護
岸高を超えて西側河川
へ流入

隅田川に流入

隅田川に流入

運河に流入

第一段階
破堤約27時間後までは①と②の自然排水
第二段階
破堤約27時間以降は②による自然排水

自然排水による水位低下メカニズム

江東内部河川水位

①による排水（破堤後約5～27時間後）

②による排水（破堤後約10～232時間後）

氾濫水が西側河川に到達した時点から

氾濫水が運河に到達した時点から
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流入量

 想定ケースでは、決壊後、約28時間で荒川水位は決壊口の高水敷高を下回るため、決壊部からの氾濫が停止する。
 また、当該地点では堤内地盤高が低いため、堤内側の浸水位（内水位）が外水位を上回ることはなく、堤内地の氾濫水が河道に戻ることはない。

３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～決壊地点の状況～

外水位

高水敷

内水位

流入量

【参考】各データの位置関係

外水位位置

内水位位置

決壊地点：水位ハイドログラフ・決壊口から堤内地への流入量ハイドログラフ

破堤

高水敷を下回る
（荒川からの流入が無くなる）

約28時間

河道への戻り

堤内地への流入

総氾濫量V=10,061万m3

（荒川）

（堤内側）

（破堤敷高）

再掲（排水条件の適正化
による一部変更）



３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～排水施設の状況～

 江東デルタ地帯東側のポンプ所は、浸水継続時間が２週間以上となることから、燃料補給が困難になり、備蓄燃料分の稼働しかできない可能性が
ある。

 なお、排水機場・ポンプ所の他に、荒川ロックゲートから荒川へ、扇橋閘門・北十間川樋門から隅田川側への氾濫水排水の可能性がある。

排水施設諸元と稼働状況（右岸9.5k破堤時）

荒川ロックゲート

扇橋閘門

北十間川樋門

最大浸水深

凡例
●浸水するが稼働停止水位に達
しないため稼働するポンプ

●浸水しないポンプ
●浸水想定区域検討時に設定し
ていないポンプ

東側のポンプ所は浸
水継続時間が2週間
以上のため、備蓄燃
料分の稼働しかでき
ない可能性がある。

●浸水するが
稼働する

●浸水しない

浸水継続
時間

最大
浸水位
(A.p.m)

最大
浸水深
(m)

氾濫水
到達時間
（時間）

現況ポンプ排
水量（m3/s）

管理者
（東京都）施設名称

浸水なし浸水なし浸水なし浸水なし52.500建設局小名木川排水機場
浸水なし浸水なし浸水なし浸水なし46.000建設局木下川排水機場
浸水なし浸水なし浸水なし浸水なし48.000建設局清澄排水機場
なし※3.330.3711.747.000下水道局両国ポンプ所

2週間以上3.442.493.923.000下水道局小松川ポンプ所
2週間以上3.402.186.827.000下水道局大島ポンプ所
2週間以上3.542.912.827.000下水道局吾嬬第二ポンプ所
－－－－再構築中下水道局吾嬬ポンプ所
なし※3.470.405.519.000下水道局業平橋ポンプ所
93時間3.271.608.622.000下水道局木場ポンプ所
浸水なし浸水なし浸水なし浸水なし2.000下水道局越中島ポンプ所
浸水なし浸水なし浸水なし浸水なし59.000下水道局砂町水再生センター

※浸水継続時間は浸水深50cm以上が継続する時間を集計しており、浸水深が50cmに満たない場合には継続時間は無しとなる。
※本資料は、国土交通省のシミュレーション結果に基づくものであり、実際とは異なる場合がある。

再掲（排水条件の適正化
による一部変更）



３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～排水計画の現状～

排水ポンプ車の配置予定平面図排水作業準備計画（案）の検討手順

配置台数：214台（30㎥/分/台）
総排水量：107㎥/s

排水ポンプ車の配置イメージ

荒川

江東デルタ内の氾濫水を荒川へ排水

配置台数（台）73台：0.25k～2.25k

想定する排水ポンプ車の配置図

 関東地方整備局荒川下流河川事務所では、氾濫特性等の把握及び排水ポンプ車等の配置場所の検討を実施し、排水作業準備計画（案）を作成し
ている。 ※別途、東京都においても高潮による浸水を対象とした排水作業準備計画を作成・公表している。

 排水作業準備計画（案）では、国土交通省で保有している排水ポンプ車を運用することとしており、浸水深が大きい江東デルタ地帯東側の荒川右岸
堤防上に最大で214台配置（関東含め他地整等からも手配。合計排水量107㎥/s）し排水作業を行うことを想定している。

※別途、東京都においても、排水ポンプ車を10台（10㎥/分/台）保有している。

再掲



最大浸水深図（排水なし）

浸水継続時間図（排水なし）

３．大規模浸水・排水計画の現状及び課題 ～排水計画の課題～

最大浸水深図（ポンプ車による排水）

浸水継続時間図（ポンプ車による排水） 浸水継続時間図（差分）

最大浸水深は東側
で最大6m弱
一般家屋では2階
まで浸水

浸水継続時間は最
大2週間以上

最大浸水深図（差分）

※差は無い

ポンプ車による軽
減効果は認められ
ない。

 排水作業準備計画（案）で想定している排水ポンプ車214台（合計排水量107㎥/s）の内、関東地方整備局で保有する44台は破堤地点からの流入
が無くなる決壊28時間後、関東地整外から手配する残りの170台は48時間後から運用すること想定。

 最大浸水深は、概ね決壊24時間程度後となるため、決壊28時間後からの排水ポンプ車による排水では差がみられない。
 浸水継続時間は、浸水3日以上の解消区域はわずかであり、排水ポンプ車のみでの排水作業では、その効果に限界もある。
 現在の排水作業準備計画（案）は、河川管理者が保有している排水ポンプ車を想定し、河川管理者のみで検討しているものであり、他の河川管理
施設（水門等）・他機関の排水可能施設を活用することで、避難及び救助・物資提供に資する効果的・実践的な排水計画にできる可能性がある。

排水ポンプ車
配置箇所

再掲（排水条件の適正化
による一部変更・修正）

～-2日
-2日～-1日
-1日～-12時間
-12時間～-6時間
-6時間～-10分
-10分～10分
10分～6時間
6時間～12時間
12時間～1日
1日～2日
2日～

凡 例


